
令和８年度中央図書館の取組について

≪主な継続事業≫
１ 利用者サービス事業（ICT推進事業含む）

本の貸出・返却、利用者登録、本の相談、相互貸借、分館分室、移動図書館、図書館システムなど
２ 読書普及事業

各種講座の開催（読書会、学び講座など）
３ 子どもの読書活動の推進事業

各種講座、各館での絵本の読み聞かせなど
４ 配送事業

郵便局・シティステーションでの本の受取・返却
５ 電子図書館事業

電子書籍を提供
６ 学校連携事業
⑴学校図書館図書配送事業（100冊～200冊を月１回配送）
⑵おとどけBooks事業（週１回配送）

７ 高齢者障害者多文化サービス事業
利用者の状況に応じた資料の整備（大活字本、デイジー図書、点字図書など）

≪新規拡充重点事業（読書推進関係）≫
１ 読書キャンペーン 今年の100冊

司書が選書した一般書100冊、児童書100冊を展示

２ 多読推進
読書通帳の全児童への配布、電子図書館読み放題セットの導入

３ オーサービジット（11月頃開催予定）
著名な作家による講演会を開催することにより、本への関心を高める。

４ こども図書館+plusとの連携
こども図書館+plusと連携することにより、市全体で子どもの読書活動を推進する。

５ 配送事業の拠点の追加
R8.4～「望が丘ブランチ」で受取・返却が可能
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